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　　　　　  経験は財産

介護職員を支えるには何が必要で何ができるかを考

え事務職員一丸となって行動に移しました。また、

湘南泉病院の藤田事務部長をはじめ多くの方々のご

協力もあり最も大変な時期を乗り越える事ができま

した。

　クラスター発生は決して良い事ではありません。

しかし、この難題を通して全職員が同じ目的・目標

に向かって取り組むことは組織全体を強くするとい

う事を実感しました。病院、法人の理念・目標を達

成させるのもこれと同じ事だと考えます。そして、

誰もが同じ方向に活動できるように先頭に立って道

を作っていくのが事務次長の役割でもあると考えま

す。

　人事異動そしてクラスター対応の経験を通して、

『人』の持つ力は組織にとっても最大の財産だと改

めて感じました。人的コストは経営そのものにも直

結するのではないでしょうか。だからこそ多くの管

理業務がある中で私は人材（財）管理を重視してい

きたいと考えます。事務次長として個人の持つ力を

最大限に発揮させるには、伝える力を高める必要が

あると思います。時として管理者は厳しい事を言わ

なければいけません。厳しい言葉も口調一つで相手

の受け止め方が全く異なります。自分の言葉が相手

の行動にどう影響するのかを考え言葉を選び伝える

事が結果的に良い力を最大限に発揮させ組織そのも

のを強くすると考えます。

　私自身、経営や労務などまだまだ多くの事を学び

経験していく必要がありますが、これからも横浜ほ

うゆう病院そして法人の一員として努力を重ねてま

いります。法人の皆様引き続きご指導を宜しくお願

い申し上げます。
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　私は今年１月、事務次長として横浜ほうゆう病院

に異動しました相澤です。早いもので真冬に異動し

てから春が過ぎ暑い夏を経て初秋を迎え８ヶ月が経

ちます。今回この鵬友会ニュースレターを書くに当

たりこの８ヶ月を振り返りました。改めて振り返る

と一つ一つの経験から多くの学びがあったことに気

づかされます。ここでは経験からの学びをレポート

し、私、相澤裕という人間を知っていただき、身近

な存在に感じて頂ければと思います。

　異動当初、これまでとは物理的・人的環境が全く

異なる中で自分は事務次長としてどのように立ち振

る舞い、行動すればよいのか苦悩する毎日でした。

この時は孤独感すら抱いた事を今でも鮮明に覚えて

います。このような中、前沢事務部長をはじめ横浜

ほうゆう病院の全職員が笑顔で声を掛け、物事一つ

一つ丁寧に対応してくれました。横浜ほうゆう病院

全職員の気遣いが私の苦悩を和らげ今の私があると

思っています。こんな言葉があります『かけた情け

は水に流せ受けた恩は石に刻め』横浜ほうゆう病院

全職員の気遣いある対応は正しく『石に刻む』こと

と受け止めております。

　異動して７か月が経過した時です。ご存知とは思

いますが当院は新型コロナの集団感染が発生しまし

た。当院は認知症専門病院であり、感染対策一つと

っても一般病院とはまた違った難しさがあります。

クラスター発生時は、事務手続きや物品の発注・管

理、環境整備等の対応など事務職員といえ、業務は

多岐にわたりました。病院全体が一瞬にして張り詰

めた空気に変わりましたが、職員一人一人が各々の

立場で的確に役割を把握し速やかに対応できた部分

もありました。また、直接患者ケアに携わる看護・
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マスクやフェイスシールドの効果

新型コロナウイルスの感染拡大によって今やマスクは生活に欠かせない存在になりました。そんな

マスクも不織布マスク・布マスク・ウレタンマスクと種類はさまざまですが、どれだけの効果がある

のかは、感染拡大当初にはわかっていませんでした。現在、理化学研究所のスーパーコンピューター

「富岳」により、それぞれのマスクのシミュレーション（計算）が行われ、その効果が解明されてい

ます。

結果、Ｎ95マスクは医療用のため、ここには出てきておりませんが、一般的に使用されているマス

クの効果は、不織布マスクが吐き出し飛沫量80％カット、吸い込み飛沫量70％カットで、一番効果が

高いことがわかります。日常的に不織布マスクをしていると、息苦しさや圧迫感を訴える人もいます

が、それは不織布マスクのフィルター性能が高いからです。息がしやすいと飛沫防止効果では劣って

しまうのはある意味当然と言えます。

次にフェイスシールドやマウスシールドですが、マスクなしの単体だと効果が低いことがわかりま

す。ただし、マスク＋フェイスシールドの併用にすれば、より効果が得られます。併用することで吸

引する粒子の移動速度の低下が顕著になることもわかっています。

当法人では、患者・利用者様と接するときは、サージカルマスク（不織布）とフェイスシールドを

併用することに全施設統一しております。


